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＜連絡事項＞
・抗原検査実施に関する事項をプリントアウトしBユニットへ置いてあります。Wizメールでも連絡が回っていますが、各自確認しておいてください。

＜患者様連絡事項＞
・橋本　とし様～2/24 14時　介護保険認定調査　クローバーズピア　キムラ氏

＜東病棟入室状況＞
・小笠原　正成様、向谷地　忠様～南病棟へ転出

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。6:00～16:00の開放観察実施中。飲水の頻回さ見られている。飲水に関する発言は自分本位である。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中、他室侵入や他者の私物弄り見られ、都度介入にも落ち着かず、時間早めて開放観察終了している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。筋注の拒否ないが、穏やかな口調ではあるが私物の確認など多くの訴えが聞かれている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・木村　美智子様～痰鳴あるが吸痰にて引きが悪く、SpO2　80％後半まで低下あり船場Drへ依頼し診察。点滴の継続処方と内服止め、SpO2は90％台キープとの指示。その後適宜吸痰実施し、ゆっくりと90％台へと上昇している。主治医へ経口摂取と今後の方針について確認指示あり。

・小笠原　久年様～呂律不良さが続いている。粗暴性や大声は目立たず経過している。

・河原木　宮子様～各検査にも問題無く行っている。余暇は臥床して過ごしている。

・高橋　千代子様～各食全量摂取。拒薬なし。立ち上がりに時間を要している。

・古内　久雄様～バイタルサインの特変はない。各食摂取は2/3～1/2摂取。

・手塚　辰昭様～食事は全量摂取出来ている。腹部状態について船場Dr診察あり、食事摂取量は少なめから食べさせるようにとの事。

＜金Dr診察＞
・東野　愛様～臨時薬継続処方。

・飯岡　未来様～臨時薬継続処方。

・北村　イウ子様～点滴は本日の分で終抜となる。

・藪　真弓様～臨時薬継続処方。本日より外泊へ。

・吉田　和真様～処方追加、指示変更等なし。

・高橋　千代子様～処方追加、指示変更等なし。

・角田　幸子様～臨時薬継続処方。

＜入院患者情報＞
　日　　時：2月12日　12:38
　氏　　名：中島　モト(なかしま　もと)様
　生年月日：昭和8年4月13日　87歳
　病　　名：抑うつ状態
　性　　別：女性
　主治医　：深澤Dr
  入院形態：医療保護入院(当院1回目)
　病    室：東病棟Dユニット18号室

【経過】
R2.11.26、兄の妻が亡くなってから本人の様子が変わりふさぎ込むことや、
ぼんやりとして過ごす事が増加。R3年1月下旬からは他者の家に入り掃除をすることや、同月18日には近隣住民より「買物帰りに違う家の鍵穴に鍵をさし、あかないと騒いでいた。
行動がおかしい」との情報が寄せられていた。姪からは「他人の家に行って掃除をすると言い始め警察沙汰になった」との話もあった。
ケアマネからの情報としては、無気力・無反応の様子と、話が出来る様子とが30分程置きに出現しており無気力・無反応の時には自宅の鍵も開けられない状態。
1/29より神奈川在住の甥が本人を見ており、薬を服用するためになんとか食事を摂っているが体重も38～9㎏程。本人の状態が思わしくないため、社協で行っている見守りサービスに登録しようとした際に、「夜間出歩いていて近隣住民にこれまでも保護されている」「夜に電気は付けずに手持ちのライトで照らし、自宅内で探し物をしているようだ」との話を甥が初めて把握。その他家族も甥・姪しかいない。
役場職員の訪問時には下着姿であり、部屋の中には脱いだ衣類が散乱していた。
会話中にも自身で話した内容を忘れる、外の水道を出しては止めることを15分も繰り返すといった奇異な行動が認められていた。内服薬の残数は合っておらず、食事は「食べた」というものの自宅内の食料は減っていない状態であった。
2月12日メンタルヘルス科受診後、三戸中央病院連携室より連絡。
抑うつ感や希死念慮が見られ、自殺の危険性も高いことと、神奈川県在住の甥が1週間後には帰省してしまうことからも出来れば、甥様がいる期間での入院調整をお願いしたいとの事であり、R3/2/15 12:38東病棟Dユニット18号室へ医療保護入院となる。
CSプランB 　オムツ②
[bookmark: _GoBack]有料老人ホーム「サポートハウス絆」「あっぷる園」「いちばん星」「このはずく」、老健「ほほえみ三戸」グループホーム「鶴亀」「しろやま」「ひまわり」申込済。グループホームについては、入院中に認知症の診断がついたらケアマネへ連絡行うこととしている。
